
 

 

 

 

幕が上がる 
 

卒業生の言葉から自分を見つめてみよう 
 『進路』について考えていると、楽しみなこと、ワクワクすることが思い浮かぶ人

もいると思うけど、「勉強とかしんどいな…」ってネガティブに思う人もいると思い

ます。 今日は、第 3回の実力テスト前だからこそ読んでほしい作文があります。 

みんなと同じ中学３年生が卒業式の直前に書いた作文です。受験を直前に控えた人は

「何を思い、後悔し、希望を感じた」のでしょうか？ 

 先生たちの『経験の言葉』ではなく、みんなと同じように受験を迎えた『その瞬間

の言葉』は、何よりもリアルで、どこかみんなと重なるように思います。 

今、悩んでいることの解決の糸口になるかもしれないので、読んでみてください。 

 
 

私は中学 3 年生になった最初の頃は、受験生になったという実感が全然なく、頭の中では 

進路について考えなければいけないと思っていても、何か行動に移すことはできていません

でした。そのため、周りの子が進路を決め始めていても、私はまだ全然決まっていないなど、 

「自分だけ遅れているのではないか」と不安と焦りが多くありました。 

そして、やっと自分で決めることができた進路があっても、点数が伸びなくて、逃げ出したく 

なることがありました。 

でも、そんなときに支えてくれたのは家族や友達です。 

一人で問題を抱え込んでいた時は、家族や友達が一緒になって考えてくれたことで、 

進路に対して前向きな気持ちになっていきました。受験日が近づく度に不安がこみ上げて 

きましたが、１つ１つ乗り越えていくことができました。 

このように、受験というものは簡単には進まず、周りの人の支えによって前に進んでいけると

思いました。辛い思いもしたけど、自分の中で大きく成長でき、とても良い経験ができました。 
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自分と向き合う 11月で

す。今やらないで後悔す

るなら、今できるだけの

ことをやりましょう！ 



 
 

 
 

 
 
来週の懇談が終わると、みんなの進路を決めていくうえで大切な第３回実力テストが

あります。今までやってきたこと、コツコツと積み上げてきたことに自信をもって 

テストに挑みましょう！ 

 

11月の予定 
1 火 火１～６ 

 

16 水 水１～５ 

2 水 水１～６ 17 木 木１～６ 

3 木 文化の日 18 金 金１～６ 

僕は、受験勉強をしていく中で、小さなことを積み重ねることの大切さを思い知らされました。

中学 1 年生の時から、テスト週間だけ頑張って何とかやってきた僕は、心のどこかで、入試も

「ある程度なんとかなる」という、とても甘い気持ちを持っていました。 

でも、心の中にそんな気持ちが少しでもあると、自分は全く成長しませんでした。 

成績は全然延びず、でも周りのみんなはどんどん延びているように感じ、やる気が上がりま

せんでした。夏休みは 1 日中勉強のことを毎日考え続けましたが、テストの結果は第一志望

の高校には点数でした。追い詰められた僕は、さらに気持ちを入れて毎日勉強に励みました

が、それでも成績は上がりませんでした。 

「これだけ努力したのに、成績はびくともしない。」この時、一時の努力では自分の欲しいもの

は手に入らない、という厳しさを痛感しました。 

僕は、今まで小さな努力を積み重ねてきました。でも、なかなか力がつきません。それも厳し

さだと思います。それでも僕は、努力し続ける以外の道はありません。 

これからの人生でも、辛いことが起こるかもしれません。 

その時はポジティブに考えて前を向いて、小さな努力を積み重ねていきます。 

私にとって、この 1 年間は進路のことで苦しんだ１年でした。 

最初の頃の実力テストで思い通りの点数が取れず、「部活を引退してから頑張る」といつも

部活を言い訳に使っていました。 

引退してからも「受験とかなんとかなるし…。高校もどこでもいい…。」と思っていて、 

11 月 12月くらいから親の願いに応えようと必死に勉強してきました。 

しかし、毎日のように「頑張れ！」と言われ、プレッシャーと不安から強く当たってしまったり、 

三者懇談でもケンカをしてしまい、とても苦しい毎日でした。そのような日々が続く中で、 

次第に前向きに勉強に取り組むようになり、少しずつ解ける問題が増え、希望が見えてきま

した。みんなより遅れてスタートした分、ギリギリまで志望校にも悩み、受験当日まで自分に

できることをしてきました。悩むことによって成長できたと感じています。 

受験の直前、みんなが死に物狂いで勉強しているときの自分に、「受験勉強は本気で 

やっていた？」と問いかけると、「違う」って言うだろうと思います。 

常に 80％くらいの力で取り組んでいたと客観的に見ても思います。なぜ 100%でやらなかった

かというと、怖かったからです。自分が本気を出したのに、失敗したとき、傷つくのが怖かった

からです。「本気を出せば成功したけど、本気を出していなかったから失敗しただけ。」 

という言い訳を自分の中に作っていました。でも、本気を出さずに失敗しても、それはそれで

「本気を出せばよかった」と後悔すると思います。 

本気を出すことも怖かったし、本気を出さないことも怖かったです。 


